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議会だよりかつらぎ
202３.２.１　9６号

決算審査

2
議会を傍聴して 　いただいた傍聴アンケートを基本的に原文のまま掲載しています。
（個人を特定できる表記は除いています）

令和３年度決算審査特別委員会 委員長報告

財政改善 基金13・８億円
経常収支比率91・３％

　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
決
算
お
よ
び
各
特
別
会
計
決
算

な
ら
び
に
水
道
事
業
会
計
決
算
、
下
水
道
事
業
会
計
決
算
は
、

付
託
さ
れ
た
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
６
日
間
に
わ
た
っ
て

審
査
さ
れ
、
本
会
議
で
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
た
。
一
般
会

計
と
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
は
賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
た
。

こ
れ
以
外
の
特
別
会
計
と
下
水
道
事
業
会
計
は
全
員
賛
成
で

認
定
さ
れ
た
。
２
ペ
ー
ジ
か
ら
６
ペ
ー
ジ
で
令
和
３
年
度
決

算
を
特
集
す
る
。

一
般
会
計
決
算

　
　
　

の
特
徴

一
般
会
計
に
お
け
る

　
　
　
　

主
な
指
摘
事
項

小
規
模
の

　
　
　

こ
ど
も
園
を

　

多
様
な
子
ど
も
た
ち
に
個

性
豊
か
な
保
育
が
で
き
る
よ

う
、
さ
ら
な
る
保
育
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
小
規
模

の
こ
ど
も
園
設
置
を
検
討
さ

れ
た
い
。

起
業
支
援
の
充
実
を

　

申
請
者
の
た
め
に
単
年
度

補
助
へ
の
改
善
は
評
価
で
き

る
。
今
後
も
支
援
事
業
者
の

経
営
状
況
や
経
緯
も
確
認
し
、

定
住
促
進
と
産
業
活
性
化
に

つ
な
が
る
よ
う
推
進
さ
れ
た

い
。パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

　
　
　
　
　

活
用
を

　

か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
管
理

事
業
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

と
そ
の
周
辺
整
備
が
進
む
中
、

広
報
活
動
な
ど
の
推
進
と
と

も
に
、
利
用
者
に
と
っ
て
利

用
し
や
す
い
仕
組
み
の
再
検

討
を
求
め
る
。
子
ど
も
た
ち

を
含
む
若
い
世
代
の
利
用
者

や
町
内
利
用
者
の
来
場
促
進

に
努
め
、
地
域
交
流
施
設
の

拠
点
と
し
て
、
ま
た
住
民
の

健
康
増
進
を
図
る
た
め
の
施

設
と
し
て
運
営
さ
れ
た
い
。

地
域
公
共
交
通
の

　
　
　
　
　

充
実
を

　

バ
ス
停
に
行
け
な
い
人
や
、

高
齢
化
に
伴
い
免
許
証
を
返

納
し
た
人
な
ど
、
交
通
弱
者

に
対
す
る
実
態
調
査
や
実
証

実
験
の
実
施
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
改
善
や
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
検
証
す

る
中
で
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
方
式
の
導
入
や
福
祉
有
償

運
送
の
検
討
な
ど
、
新
た
な

交
通
手
段
の
対
策
を
求
め
る
。

　

令
和
３
年
度
決
算
で
は
、

令
和
２
年
度
に
引
き
続
き
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
と
し
て
23
事
業
10

億
３
３
７
８
万
円
の
対
策
が

実
施
さ
れ
た
。
財
源
は
国
や

県
の
支
出
金
等
が
９
億
９
９

８
４
万
円
で
一
般
財
源
は
３

３
９
４
万
円
。

　
　
　
　

財
源
構
成
は
、
町

　
　
　

税
等
に
よ
る
自
主
財

　
　
　

源
が
28
・
８
％
で
前

　
　
　

年
度
よ
り
１
・
３
％

　
　
　

増
加
し
た
。
※

経
常

　
　
　

収
支
比
率
は
、
91
・

　
　
　

３
％
と
改
善
さ
れ
、

　
　
　
※

財
政
調
整
基
金
に

５
億
５
４
０
６
万
円
積
み
立

て
、
残
高
は
13
億
８
８
４
３

万
円
と
な
っ
た
。

　

財
政
状
況
は
、
交
付
税
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
過

疎
対
策
事
業
債
を
活
用
し
公

共
投
資
を
抑
制
せ
ず
に
運
営

し
て
き
た
た
め
、
毎
年
約
14

億
円
の
公
債
費
償
還
が
必
要

で
あ
り
、
財
政
硬
直
化
の
一

因
と
な
っ
て
い
る
。

決算審査特別委員会
委員長　松岡　宏行



議会だよりかつらぎ
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決算審査

3 旧天野小学校他、廃校になった建物の利用をもっと活用するように。（70代女性）議会を傍聴して

奥田 修二さん
おく  だ　しゅう じ

　

財
政
状
況
の
回
復
に
拍

手
。
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず

に
費
用
対
効
果
を
吟
味
し
、

一
層
の
財
政
健
全
化
と
町

民
福
祉
の
向
上
を
熱
望
し

ま
す
。

財
政
状
況
回
復
に
拍
手

大谷

財政改善の推移※
財
政
調
整
基
金
と
は

　

景
気
悪
化
に
よ
る
税

収
減
、災
害
発
生
な
ど
に

備
え
る
た
め
な
ど
の
町
の

貯
金
。

※
経
常
収
支
比
率
と
は

　

家
計
に
例
え
る
と
生

活
費
な
ど
毎
月
固
定
の

支
払
い
が
収
入
に
占
め
る

割
合
で
、こ
の
比
率
が
低

い
ほ
ど
臨
時
的
な
支
出
に

お
金
を
回
す
余
裕
が
あ

る
こ
と
を
表
す
。

令和３年度一般会計 決算の内訳

122億
1072万円

118億
1910万円

歳 入歳 出

88%

90%

92%

94%

96%

98%

100%

102%

104%

 5億円

 6億円

 7億円

 8億円

 9億円

 10億円

 11億円

 12億円

 13億円

 14億円

 15億円

H29年度 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度

財政調整基金現在高 経常収支比率

103.2

8億4,972万円
8億61万円

8億3，437万円8億3，437万円8億3，437万円

6億4,266万円

13億8,843万円

100.5

98.7

96.9

91.391.391.3

13億2559万円

8億5093万円

自治振興・選挙など
議員報酬・速記委託など

15億619万円

9299万円

33億3569万円

2億1340万円

福祉・医療など

4億2213万円

7億6845万円

10億6728万円

14億4204万円

農林業振興など

商工・観光
振興など 道路・公園の整備など

消防・救急など

小中学校・生涯学習など
借入金の返済

保健、ごみ・し尿
処理など

18億1955万円

6億741万円

3億6643万円

町民税・固定資産税などの税金

国からの普通交付税・
特別交付税

基金からの繰り入れ

国からの補助金

県からの補助金

借入金

20億274万円

43億3686万円

1億9286万円
15億6424万円

13億2060万円

7億9436万円

※万円未満は切り捨て
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学校給食の充実はますます子ども達の喜びとなるようにお願いします。（70代女性）議会を傍聴して 4

子育て世帯等
臨時特別支援事業

学童保育施設
整備事業
笠田学童保育施設を新築

2億
1376
万円

子ども１人につき10万円支給

1億
1104
万円

イメージ写真

児童１人当たり一律５万円支給 児童１人当たり一律５万円給付
（児童扶養手当受給世帯）

子育て世帯生活支援特別給付金
その他の世帯分 ひとり親世帯分

1237
万円

31
万円

イメージ写真イメージ写真イメージ写真 イメージ写真イメージ写真イメージ写真

中学校トイレ
改修事業
笠田・妙寺中学校トイレを
洋式化へ

3779
万円
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５
子育て支援が充実していることはうれしく思います。
もっとPRして移住者が増えるよう町民一人一人の努力も必要だと思います。（70代女性）議会を傍聴して

322
万円

かつらぎ公園
遊具移設事業
かつらぎ公園に花園より
木製遊具を２基移設

志賀地域交流
センター整備事業
地域コミュニティ活動の
拠点となる施設（設計業務委託）

555
万円

証明書コンビニ交付
サービス事業

コミュニティバス
運行事業

新城・花園地区
光ファイバ網整備事業

かつらぎ西部公園
整備事業
パークゴルフ場南側
18ホール完成

1億
3626
万円

803
万円
803
万円コンビニなどで証明書等の

受け取りが可能に

3121
万円コミュニティバス３コース

デマンド型乗合タクシー５ルート

ブロードバンドサービスが
利用可能に

1億
9119
万円

元 志賀ふれあい会館元 志賀ふれあい会館元 志賀ふれあい会館
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６
孫は、放課後（水曜日）は児童館を利用させてもらっています。学校を離れて宿題を
見ていただいたり、遊び、作品づくり等で楽しい様です。（70代女性）議会を傍聴して

　
　
　
　

大
規
模
こ
ど
も
園
が
２
園
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
　

多
様
な
子
ど
も
た
ち
の
保
育
の
た
め
に
、
小
規
模

　
　
　
　

こ
ど
も
園
の
設
置
を
求
め
て
き
た
。

概要

質
疑

委
員
長
報
告
に
対
す
る

小
規
模
こ
ど
も
園
の
設
置
を

多
様
な
交
通
手
段
の
整
備
を

　
　
　

小
規
模
こ
ど
も
園
の

設
置
に
つ
い
て
の
議
論
は
。

委
員
長　

子
ど
も
た
ち
の
個

性
を
保
ち
な
が
ら
保
育
が
で

き
る
よ
う
に
、
小
規
模
こ
ど

も
園
の
設
置
を
議
論
し
指
摘

し
た
。

　

障
害
を
持
つ
子
ど
も
が
降

園
後
、
保
護
者
の
就
労
時
間

内
に
通
園
療
育
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
並
行
保
育
の
議

論
も
あ
っ
た
。
教
育
長
は

「
強
く
感
じ
て
い
る
の
で
検

討
に
入
っ
て
い
き
た
い
」
と

答
弁
が
あ
っ
た
。

問

決算審査の意見
　　　実現を求める

三谷こども園三谷こども園三谷こども園

佐野こども園佐野こども園佐野こども園

概要

　
　
　
　

議
会
は
以
前

　
　
　
　

か
ら
、
住
民

　
　
　
　

の
移
動
手
段

と
し
て
、
家
か
ら
目
的

地
ま
で
輸
送
す
る
（
ド

ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
）
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
な

ど
を
求
め
て
き
た
。

　
　
　

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア

の
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
路
線

バ
ス
と
同
じ
で
地
域
公
共
交

通
だ
。
ど
ん
な
議
論
が
あ
っ

た
の
か
。

委
員
長　

い
ろ
い
ろ
な
状
況

の
中
で
選
択
で
き
る
手
段
を

整
備
す
べ
き
と
い
う
こ
と
。

当
課
に
求
め
て
い
る
が
。

委
員
長　

各
施
設
が
連
携
す

る
こ
と
で
、
花
園
全
体
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
も

っ
と
関
係
者
が
集
ま
っ
て
議

論
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
。

問花
園
地
域
の
施
設
の
連
携
を

概要

　
　
　
　

花
園
地
域
に

　
　
　
　

は
、
委
託
し

　
　
　
　

て
い
る
５
カ

所
の
宿
泊
施
設
や
キ
ャ

ン
プ
場
、
指
定
管
理
の

「
花
圃
の
里
」
が
あ
る
。

連
携
に
つ
い
て
指
摘
し

た
。

　
　
　

委
託
や
指
定
管
理
の

施
設
に
対
し
、
各
施
設
が
集

ま
り
協
議
の
場
の
調
整
を
担

問

デマンドタクシーデマンドタクシーデマンドタクシー
花園BASE中南キャンプ花園BASE中南キャンプ
（中南森林公園）（中南森林公園）

花園BASE中南キャンプ
（中南森林公園）
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7
給食の摂取状況もよくわかりました。時々、今日は学校で食べた野菜といっしょだ
と言われることがあります。（70代女性）議会を傍聴して

　

後
期
高
齢
者
医
療
は
、

ど
ん
な
に
長
く
存
在
し
よ

う
が
、
定
着
し
よ
う
が
、

年
齢
で
区
別
す
る
諸
外
国

に
は
全
く
例
が
な
い
究
極

の
差
別
医
療
制
度
。
こ
の

制
度
の
廃
止
と
介
護
保
険

制
度
の
改
善
な
し
に
日
本

の
高
齢
者
は
安
心
し
て
生

き
ら
れ
な
い
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

討 

論

討 

論

討 

論

一
般
会
計

国
民
健
康

保
険
事
業

特
別
会
計

後
期
高
齢
者

医
療
事
業

特
別
会
計

　

無
批
判
に
デ
ジ
タ
ル
化

に
未
来
が
あ
る
と
い
う
姿

勢
を
示
し
前
の
め
り
だ
。

こ
れ
に
は
批
判
的
視
点
を

求
め
る
。
新
し
い
公
共
に

は
住
民
主
権
か
ら
の
検
討

が
必
要
。
降
格
人
事
と
受

け
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
懸
念
の
度
合
い
を
引

き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
と
し
て
10
億
３
３
７

８
万
６
０
０
０
円
の
予
算

が
組
ま
れ
、
早
い
対
応
で

対
策
を
講
じ
た
。
今
後
も
、

安
定
し
た
行
財
政
運
営
と

住
民
福
祉
の
維
持
・
向
上

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

《
賛
成
》
新
堀
行
雄
議
員

　

和
歌
山
県
内
の
保
険
税

を
統
一
す
る
の
は
乱
暴
。

医
療
機
関
の
少
な
い
地
域

は
、
１
人
当
た
り
の
医
療

費
も
小
さ
い
。
保
険
税
の

統
一
は
、
医
療
給
付
と
保

険
税
と
の
関
係
を
度
外
視

し
た
も
の
に
な
る
。
自
主

的
な
態
度
の
確
立
を
求
め

る
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

　

平
成
30
年
度
か
ら
県
域

化
さ
れ
て
い
る
事
業
で
あ

る
。
収
納
率
は
96
・
１
％

で
あ
り
、
歳
入
歳
出
い
ず

れ
も
適
切
な
予
算
執
行
が

行
わ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に

基
金
残
高
は
、
前
年
度
よ

り
１
９
０
０
万
円
増
加
し
、

２
億
５
２
８
０
万
円
と
な

っ
た
。

《
賛
成
》
藤
本
憲
一
議
員

　

制
度
周
知
と
収
入
確
保

に
努
め
、
予
算
執
行
は
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
進
む
高
齢
化
社
会
に

対
し
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
医
療
を
受
診
で
き
る
、

安
定
的
で
恒
久
的
な
制
度

の
継
続
を
願
う
。

《
賛
成
》
大
原
清
明
議
員

　

当
年
度
純
利
益
は
３
３

７
１
万
円
で
、
安
定
し
た

運
営
状
況
で
あ
る
。
有
収

率
は
減
免
制
度
に
よ
り
減

少
し
た
。
し
か
し
減
免
分

を
加
え
て
の
有
収
率
は
、

前
年
度
同
様
で
あ
る
。
漏

水
点
検
や
老
朽
管
の
更
新

を
計
画
的
に
実
施
し
て
い

る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

《
賛
成
》
藤
本
憲
一
議
員

水
道
事
業
会
計

　

簡
易
水
道
と
飲
料
水
供

給
施
設
に
対
す
る
自
治
体

の
負
担
の
在
り
方
を
検
討

し
、
上
水
道
の
黒
字
が
他

の
水
道
の
補
填
に
な
る
よ

う
な
こ
と
は
、
断
じ
て
避

け
る
べ
き
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

賛
否
が
分
か
れ
る

賛否が分かれた決算は９会計中４会計

会　　計　　名
議員名

結果

大　

山

表　

具

山　

下

滝
ノ
上

羽　

根

中　

谷

藤　

本

新　

堀

浦　

中

大　

原

東　

芝

松　

岡

溝　

北

○○○○○○○○○○×○－

○○○○○○○○○○×○－

○○○○○○○○○○×○－

○○○○○○○○○○×○－

11対1で認定

11対1で認定

11対1で認定

11対1で認定

一般会計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

水道事業会計

令
和
３
年
度
決
算

（注）溝北好一議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対
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8
議員の出席率の悪さにおどろかされた。傍聴席が21名傍聴しているのに、議員（11
名）は町民の代表としての自覚が欠落している。（70代男性）議会を傍聴して

10月会議

11月会議

　

10
月
会
議
、
11
月
会
議
で
は
、
か
つ
ら
ぎ
西
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
地
域
振
興
施
設
に
関
す
る
条
例
改
正
と
、
一
般
会
計

を
は
じ
め
と
す
る
各
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
、
可
決

し
た
。

避
難
所
に
発
電
機
と
蓄
電
池
を
整
備

　
　
　
　

令
和
４
年
４
月
会
議
で
は
、
災
害
時
に
携
帯
電
話

　
　
　
　

の
充
電
に
使
用
す
る
簡
易
発
電
機
５
０
０
台
を
購

　
　
　
　

入
す
る
予
算
に
対
し
、
改
善
を
求
め
る
質
疑
が
集

中
し
、
町
当
局
は
再
度
検
証
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

概要

１件
４件
９件
１件

10月会議（10/25～27）
専決処分
補正予算
決 算
事件議決

１件
１件

11月会議（11/8）
補正予算
条 例

一
般
会
計
補
正
予
算

京
奈
和
自
動
車
道
か
つ
ら
ぎ
西
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

地
域
振
興
施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

使
い
捨
て
簡
易
発
電

機
の
購
入
が
、
発
電
機
・
蓄

電
池
の
購
入
に
変
化
し
た
の

は
な
ぜ
か
。

危
機
管
理
課
長　

４
月
会
議

で
議
員
か
ら
指
摘
を
受
け
、

検
討
が
必
要
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
の
は
事
実
。
使
い
捨

て
簡
易
発
電
機
の
導
入
だ
け

で
は
不
十
分
と
な
り
、
換
気

対
策
備
品
と
発
電
装
置
を
検

問

　
　
　

購
入
す
る
発
電
機
は

電
気
製
品
用
と
し
て
使
用
し
、

蓄
電
池
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
の
充
電
用
か
。

危
機
管
理
課
長　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

発
電
機
は
室
外
に
設
置
し
扇

風
機
な
ど
に
使
用
。
蓄
電
池

は
室
内
の
電
化
製
品
や
、
携

帯
電
話
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

の
充
電
と
電
灯
器
等
に
利
用

す
る
。

問

　
　
　

工
事
費
の
財
源
と
な

る
基
金
の
内
容
は
。

産
業
観
光
課
長　

指
定
管
理

者「
ま
ち
づ
く
り
か
つ
ら
ぎ
」

か
ら
の
寄
附
金
で
、
平
成
28

年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で

の
、
積
立
金
と
利
息
合
わ
せ

て
４
５
０
８
万
７
２
６
３
円

を
改
修
工
事
に
活
用
。

町
長　

指
定
管
理
者
が
利
益

の
中
か
ら
、
施
設
改
修
を
視

野
に
入
れ
た
寄
附
金
に
よ
る

基
金
で
、
一
般
会
計
に
負
担

な
く
施
設
改
修
で
き
る
方
法

は
賛
同
で
き
る
。

問

酒井 弘次支配人
さか  い　ひろつぐ

　

長
年
の
願
い
で
し
た
売

場
拡
張
工
事
に
感
謝
し
、

お
客
様
出
品
者
様
従
業
員

の
皆
が
笑
顔
あ
ふ
れ
る
売

場
を
目
指
し
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
売
場 道の駅かつらぎ西

売
場
を
拡
張
し
販
売
増
加
へ

売
場
を
拡
張
し
販
売
増
加
へ

売
場
を
拡
張
し
販
売
増
加
へ

概要

　
　
　
　

京
奈
和
自
動

　
　
　
　

車
道
か
つ
ら

　
　
　
　

ぎ
西
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
地
域
振
興

施
設
は
、
基
金
を
活
用

し
て
、
中
庭
の
イ
ベ
ン

ト
広
場
を
廃
止
し
、
店

舗
面
積
を
拡
張
す
る
。

改
修
工
事
を
行
い
出
荷

者
の
販
売
額
増
加
と
、

利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
。

道の駅かつらぎ西地域振興施設道の駅かつらぎ西地域振興施設道の駅かつらぎ西地域振興施設

討
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
と
ポ

ー
タ
ブ
ル
電
源
装
置
の
備
品

購
入
と
な
っ
た
。

ＬＰガス発電機

蓄電池蓄電池蓄電池
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9
傍聴者に女性15名と多く、デイサービス対策の感心の高さをうかがえた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70代男性）議会を傍聴して

山田 善彦会長
やま  だ　 よしひこ

　
　
　

農
業
委
員
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
12

地
区
に
分
か
れ
て
い
る
中
で
、

大
き
く
地
区
別
に
ど
の
よ
う

な
業
務
が
多
い
の
か
。

産
業
観
光
課
長　

平
野
部
で

は
、
太
陽
光
発
電
へ
の
転
用
、

全
体
的
に
は
農
地
の
貸
し
借

り
の
農
地
利
用
が
多
い
。

問
　
　
　

農
業
委
員
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
３
年

ご
と
の
任
期
に
お
い
て
、
地

域
で
は
該
当
者
の
推
薦
に
苦

慮
し
て
い
る
。
来
年
の
任
期

に
向
け
て
、
な
り
手
不
足
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。
新
た
に
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
活
動
に
ど
の
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
か
。

産
業
観
光
課
長　

昨
今
地
域

に
お
い
て
人
選
に
苦
慮
し
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

７
月
の
改
選
時
に
向
け
、
早

い
段
階
か
ら
自
治
区
に
説
明

し
選
出
を
お
願
い
し
た
い
。

農
業
委
員
会
の
定
例
会
は
毎

月
10
日
を
基
準
に
開
催
し
て

お
り
、
日
程
等
に
つ
い
て
は

各
委
員
の
状
況
を
踏
ま
え
て

会
長
と
協
議
し
た
い
。

問

　

推
進
委
員
は
、
今
は
３

人
で
巡
っ
て
い
る
の
で
４

人
に
増
員
さ
れ
れ
ば
、
カ

バ
ー
し
あ
え
る
の
で
大
変

有
難
い
で
す
。

大
変
有
難
い
‼

12月会議

１件
３件
６件
５件
１件
１件
７人

12月会議（12/1～20）
専決処分
人 事
補正予算
条 例
請 願
意 見 書
一般質問

　

12
月
会
議
で
は
、
副

町
長
の
選
任
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
、
志
賀
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
、
地
方
公
務
員

法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
制
定
等
や
一
般

会
計
と
各
会
計
の
補
正

予
算
な
ど
を
審
議
し
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

ま
た
、
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
施
行

条
例
制
定
は
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
た
。

農業委員会

推進委員の増員実現

令
和
５
年
７
月
か
ら
１
人
増
員

　
　
　
　

農
業
委
員
会
の
案
件
に
対
す
る
意
見
を
も
ら
う
た

　
　
　
　

め
、
地
域
ご
と
に
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

　
　
　
　

推
進
委
員
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
案
件
数

の
多
い
笠
田
中
・
笠
田
東
・
佐
野
・
広
浦
地
域
担
当
の
推
進

委
員
が
現
在
３
人
の
と
こ
ろ
、
令
和
５
年
７
月
20
日
か
ら
１

人
増
員
し
て
４
人
に
し
、
１
人
当
た
り
の
受
け
持
ち
件
数
を

減
ら
す
。

概要

農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

今
後
、
農
業
委
員
会

の
開
催
方
法
を
平
日
の
昼
間

で
な
く
夜
間
も
検
討
し
て
は

ど
う
か
。
人
選
も
含
め
て
地

域
の
負
担
を
減
ら
す
取
り
組

み
を
。

産
業
観
光
課
長　

役
員
会
や

会
長
と
協
議
し
て
検
討
し
た

い
。

町
長　

な
り
手
不
足
の
要
因

は
、
会
議
の
頻
度
に
あ
る
の

で
解
明
し
な
が
ら
取
り
組
み

た
い
。
夜
間
は
夜
間
で
参
加

で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で

協
議
し
た
い
。

問

農業委員会



議会だよりかつらぎ
2023.2.１　96号

議案審議

10
町職員採用試験の保健師の申込者数が少ない原因は何なのか知りたかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（60代女性）議会を傍聴して

　
　
　

公
営
住
宅
は
低
所
得

者
の
住
居
を
確
保
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
①
保
証
人
は
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の

か
。
②
住
宅
使
用
料
の
滞
納

状
況
と
滞
納
に
お
け
る
債
権

を
放
棄
す
る
不
納
欠
損
は
。

③
現
在
の
入
居
者
に
緊
急
連

絡
人
制
度
の
周
知
は
。

管
財
情
報
課
長　

①
家
賃
の

債
務
保
証
と
緊
急
時
の
連
絡

人
。

②
令
和
３
年
度
末
の
滞
納
額

３
０
５
９
万
３
６
３
５
円
、

内
訳
は
現
年
分
１
４
６
万
９

９
０
０
円
、
繰
り
越
し
分
２

９
１
２
万
３
７
３
５
円
。
徴

収
率
は
現
年
分
96
・
52
％
過

年
分
３
・
77
％
。
不
納
欠
損

は
本
人
が
行
方
不
明
や
死
亡
、

保
証
人
に
返
済
能
力
が
な
い

場
合
。
過
去
10
年
間
で
平
成

26
年
３
件
４
０
２
万
４
０
０

０
円
、
令
和
２
年
６
件
４
８

４
万
４
９
０
０
円
。

③
町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

入
居
者
に
は
個
別
に
案
内
す

る
予
定
。

不
納
欠
損
額
に
対
し
て
国
は

補
助
金
な
ど
で
対
応
す
べ
き

と
考
え
る
。
そ
の
た
め
県
内

の
市
町
村
に
呼
び
か
け
国
へ

働
き
か
け
て
は
。

町
長　

公
営
住
宅
建
設
や
維

持
な
ど
で
国
か
ら
の
支
援
が

あ
る
。
今
回
の
制
度
改
正
は

自
治
体
の
中
で
進
ん
で
い
な

い
と
理
解
し
て
い
る
。
保
証

人
を
な
く
す
こ
と
で
滞
納
に

至
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ

と
は
否
め
な
い
。
こ
の
対
応

は
自
治
体
の
努
力
と
な
る
が
、

全
国
的
な
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
対
策
を
協
議
し
て
い
く
。

問

町
営
住
宅
保
証
人
廃
止
へ

　
　
　
　

民
法
改
正
に
よ
り
、
町
営
住
宅
の
入
居
者
に
対
す

　
　
　
　

る
保
証
人
を
廃
止
し
、
緊
急
連
絡
人
に
切
り
替
え

　
　
　
　

る
。
保
証
人
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
で
入
居
で
き

な
い
事
態
を
な
く
す
。
併
せ
て
、
駐
車
場
の
使
用
料
を
１
台

目
は
無
料
と
し
２
台
目
か
ら
は
月
額
１
０
０
０
円
と
す
る
。

概要

か
つ
ら
ぎ
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の一部
改
正

　
　
　

不
納
欠
損
額
が
８
８

０
万
円
余
り
で
、
国
の
制
度

改
正
で
保
証
人
が
な
く
な
る

中
、
滞
納
へ
の
リ
ス
ク
を
市

町
村
が
負
う
べ
き
も
の
か
。

例
え
ば
８
８
０
万
円
余
り
の

問

　
　
　

保
証
人
の
廃
止
に
時

間
が
か
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

管
財
情
報
課
長　

令
和
２
年

３
月
会
議
で
廃
止
を
提
案
さ

れ
た
が
、
近
隣
の
状
況
も
含

め
見
合
わ
せ
て
い
た
。
２
年

が
経
っ
た
の
で
県
に
確
認
す

る
と
、
家
賃
収
入
が
低
下
し

た
事
例
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
導
入
を
判
断
し
た
。

問

　
　
　

今
回
の
条
例
制
定
に

よ
っ
て
、
町
へ
の
収
入
は
ど

う
変
化
す
る
の
か
。

管
財
情
報
課
長　

年
間
２
５

１
万
５
７
６
０
円
あ
っ
た
収

入
が
、
令
和
４
年
４
月
時
点

の
試
算
で
は
64
万
８
０
０
０

円
に
下
が
る
。

問

　
　
　

駐
車
場
を
確
保
し
て

い
な
い
他
の
町
営
住
宅
は
今

後
ど
う
な
る
の
か
。

管
財
情
報
課
長　

他
の
住
宅

問

中澤 浩二さん
なかざわ  こう  じ

　

入
居
の
ハ
ー
ド
ル
が
下

が
っ
た
の
は
あ
り
が
た
い

で
す
。

ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
た 笠田東

は
、
自
家
用
車
を
敷
地
内
に

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

整
備
す
る
必
要
は
な
い
。

町営住宅 笠田団地町営住宅 笠田団地町営住宅 笠田団地
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11 民間委託と自校式給食の残食状況の差等も気になりました。（60代女性）議会を傍聴して

　
　
　

な
ぜ
手
続
き
だ
け
の

法
律
施
行
条
例
と
な
っ
た
の

か
。
内
容
を
全
て
法
律
に
委

ね
る
の
は
、
地
方
自
治
体
の

条
例
制
定
権
を
侵
す
も
の
で

は
な
い
か
。

総
務
課
長　

法
律
に
基
づ
い

て
全
国
的
な
ル
ー
ル
に
よ
っ

て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。

町
長　

各
自
治
体
が
作
っ
て

い
た
個
人
情
報
保
護
条
例
に

は
違
い
が
あ
り
、
２
０
０
０

個
問
題
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

医
療
情
報
や
災
害
時
の
情
報

共
有
な
ど
、
個
人
情
報
が
壁

に
な
っ
て
き
た
。
自
治
体
の

条
例
制
定
権
を
侵
し
て
い
る

と
は
思
わ
な
い
。

問

　
　
　

条
例
で
は
、
要
配
慮

個
人
情
報
の
収
集
は
禁
止
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
法
律
に

よ
っ
て
収
集
が
制
限
さ
れ
な

く
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

総
務
課
長　

法
律
に
よ
っ
て

利
用
目
的
を
限
定
す
る
。
除

外
規
定
が
あ
る
の
で
、
実
質

的
に
は
同
じ
。

問

　
　
　
　

個
人
情
報
保
護
法
は
、
個
人
情
報
の
保
護
と
利
活

　
　
　
　

用
の
促
進
の
た
め
、
法
律
に
よ
っ
て
ル
ー
ル
を
統

　
　
　
　

一
す
る
。
法
改
正
に
よ
っ
て
、
個
人
情
報
保
護
条

例
を
廃
止
し
「
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
」

を
制
定
し
た（
賛
成
多
数
で
可
決
）。
条
例
制
定
に
伴
っ
て
、

審
議
会
に
よ
る
個
人
情
報
の
開
示
の
判
断
が
国
に
移
行
す
る
。

※

要
配
慮
個
人
情
報
の
収
集
禁
止
か
ら
収
集
の
制
限
が
な
く

な
り
、
法
律
の
範
囲
で
利
用
制
限
を
か
け
る
と
と
も
に
、
オ

ン
ラ
イ
ン
結
合
の
禁
止
が
取
り
除
か
れ
る
。
施
行
は
令
和
５

年
４
月
１
日
。

概要
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
制
定

※
要
配
慮
個
人
情
報
と
は

　

人
種
、信
条
、社
会
的

身
分
、病
歴
犯
罪
の
経
歴
、

犯
罪
に
よ
り
害
を
被
っ
た

事
実
、そ
の
他
不
当
な
差

別
、偏
見
そ
の
他
の
不
利

益
が
生
じ
な
い
よ
う
取

り
扱
い
に
特
に
配
慮
を
要

す
る
も
の
。討討 

論

討 

論

討 

論

　

個
人
情
報
は
個
人
の
も

の
。
国
の
個
人
情
報
保
護

法
と
国
の
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
方
は
、
個
人
情
報

保
護
の
名
に
は
値
し
な
い
。

自
治
体
は
、
個
人
情
報
保

護
法
の
問
題
点
を
洗
い
出

し
、
改
善
を
求
め
る
使
命

が
あ
る
。
地
方
分
権
の
精

神
を
発
揮
す
べ
き
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

賛否が分かれた議案(12月会議）

（注）溝北好一議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対

件　　　　　名
議員名

結果

大　

山

表　

具

山　

下

滝
ノ
上

羽　

根

中　

谷

藤　

本

新　

堀

浦　

中

大　

原

東　

芝

松　

岡

溝　

北

○○○○○○○○○○×○－11対１で可決かつらぎ町個人情報の保護に関
する法律施行条例制定

個人情報は
　　今後どうなる？
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12
子育てのとり組みの熱意を感じました。これからも頑張って住みやすい育てる環境
を目指して頑張って欲しいです。（70代女性）議会を傍聴して

木村 ひとみ 校長
き   むら

　
　
　

教
育
支
援
委
員
会
か

ら
の
答
申
に
よ
り
教
室
な
ど

は
ハ
ー
ド
事
業
で
整
備
さ
れ

る
。
反
面
ソ
フ
ト
事
業
で
は

県
費
教
職
員
が
３
人
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
と
し
て
増
員
さ
れ

る
。
町
費
で
支
援
が
必
要
な

子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
支
援

す
る
た
め
、
特
別
教
育
支
援

員
を
配
置
し
て
い
る
。
今
後

笠
田
小
・
中
学
校
で
特
別
教

育
支
援
員
の
配
置
を
ど
の
よ

う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

町
の
財
政
措
置
に

よ
り
特
別
教
育
支
援
員
を
10

〜
11
人
配
置
し
て
い
る
。
今

回
、
新
設
学
級
の
対
象
と
な

る
生
徒
は
、
肢
体
不
自
由
児

と
い
う
こ
と
で
、
肢
体
に
障

害
が
あ
る
生
徒
な
の
で
、
い

ろ
い
ろ
と
自
立
の
援
助
や
支

援
が
必
要
と
思
う
の
で
検
討

し
た
い
。

問

　
　
　

支
援
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
が
増
え
て
い
る
の
で
、

町
費
の
特
別
教
育
支

援
員
の
増
員
は
避
け

て
通
れ
な
い
。
現
場

の
教
育
委
員
会
よ
り

増
員
の
声
が
あ
れ
ば
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

町
長　

最
近
の
報
道

で
は
全
国
的
に
８
・

８
％
と
な
っ
て
お
り
、

増
え
る
傾
向
は
否
め

な
い
。
子
ど
も
た
ち

に
必
要
な
政
策
な
の

で
教
育
委
員
会
の
判

断
に
対
応
し
た
い
。

問

　
　
　

教
員
体
制
は
ど
う
な

る
の
か
。

問教
育
長　

３
学
級
増
え
る
の

で
最
低
限
で
３
人
増
え
る
。

　

特
別
支
援
学
級
は
、
単
数

の
学
級
と
複
数
の
学
級
に
よ

っ
て
教
員
の
配
置
数
が
定
数

の
関
係
で
変
わ
っ
て
く
る
こ

と
か
ら
、
教
員
体
制
は
、
３

人
が
最
低
限
度
と
い
う
こ
と

で
、
そ
こ
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ

ァ
に
な
る
。

　

整
備
い
た
だ
い
た
環
境

を
最
大
限
に
活
用
し
、
一

人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
指
導
を
充
実
さ

せ
ま
す
。

最
大
限
に

　
　

活
用
し
た
い

　
　
　
　

令
和
５
年
４
月
か
ら
笠
田
小
学
校
と
笠
田
中
学
校

　
　
　
　

で
、
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級
が
そ
れ

　
　
　
　

ぞ
れ
１
学
級
増
え
、
笠
田
中
学
校
で
肢
体
不
自
由

特
別
支
援
学
級
を
１
学
級
新
設
す
る
。

議案の
内容

特別支援学級に改修される教室（笠田小学校）特別支援学級に改修される教室（笠田小学校）特別支援学級に改修される教室（笠田小学校）

階段昇降機が設置される階段（笠田中学校）階段昇降機が設置される階段（笠田中学校）階段昇降機が設置される階段（笠田中学校）

笠田小学校

一
般
会
計
補
正
予
算

小中学校の小中学校の
特別支援学級教室を整備特別支援学級教室を整備
小中学校の
特別支援学級教室を整備
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13
かつらぎ町のPRよく新聞で見ます。誇れる町、かつらぎ町になれるよう頑張って下
さい。（70代女性）議会を傍聴して

地域おこし協力隊

起業支援の補助
　
　
　
　

町
内
で
起
業
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
対
し
、

　
　
　
　

起
業
に
伴
う
経
費
の
補
助
を
行
う
。
上
限
金
額
は

　
　
　
　

１
０
０
万
円
で
、
今
回
の
対
象
者
は
令
和
５
年
３

月
末
で
任
期
満
了
と
な
る
天
野
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
。

起
業
の
内
容
は
、
は
ち
み
つ
の
製
造
お
よ
び
販
売
。

　
　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
養
蜂
事
業
に
対
す
る
補

助
事
業
は
今
年
度
限
り
な
の

か
、
そ
れ
と
も
何
年
間
補
助

す
る
の
か
。
養
蜂
事
業
に
対

し
て
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

支
援
す
る
の
か
。

産
業
観
光
課
長　

補
助
金
の

要
綱
で
は
予
算
の
範
囲
内
と

し
、
隊
員
１
人
に
つ
き
１
回

と
定
め
て
い
る
。
新
た
な
特

産
品
と
な
る
の
で
町
と
し
て

は
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
広
く
周
知
し
て
い

き
た
い
。

問
　
　
　

花
園
地
区
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
多
く
の
人
の

協
力
で
素
晴
ら
し
い
の
が
で

き
て
い
る
。
天
野
地
区
だ
け

で
な
く
河
南
地
区
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
も
含
め
て
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

て
は
ど
う
か
。

産
業
観
光
課
長　

養
蜂
事
業

を
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。 問

ぜひ
議会傍聴を

議案の
内容

養蜂に取り組んでいる天野の永田元氣さん（地域おこし協力隊員）養蜂に取り組んでいる天野の永田元氣さん（地域おこし協力隊員）養蜂に取り組んでいる天野の永田元氣さん（地域おこし協力隊員）
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今
後
の
懇
談
の
深
め
方
と

し
て
は
「
地
域
の
テ
ー
マ
を

洗
い
出
し
て
議
論
を
深
め
た

い
」
と
い
う
提
案
で
話
が
盛

り
上
が
り
「
議
員
の
い
な
い

区
と
議
員
と
の
連
携
に
つ
い

て
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
提
案
が
行
わ
れ

た
。

　

経
験
と
し
て
、
議
員
と
具

体
的
に
区
長
が
連
携
し
て
い

る
事
例
、
女
性
に
選
挙
の
投

票
管
理
者
や
立
会
人
を
担
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
事

例
、
区
民
の
提
案
を
受
け
て
、

区
費
の
減
額
を
検
討
し
て
い

る
事
例
、
人
口
減
少
の
中
で

分
区
の
合
区
に
よ
る
役
員
体

制
の
見
直
し
の
事
例
な
ど
が

語
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
区
長
の
活
動
上

の
悩
み
も
深
く
、
町
内
会
に

入
っ
て
も
ら
い
に
く
い
こ
と

や
、
民
生
委
員
や
交
通
指
導

員
な
ど
、
な
り
手
を
探
す
苦

労
が
語
ら
れ
た
。

　

区
長
に
は
悩
み
が
あ
る
も

の
の
、
あ
る
区
長
は
「
『
○

○
さ
ん
の
と
き
、
良
か
っ
た

よ
』
と
言
っ
て
も
ら
お
う
と

思
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
」
と
言
わ
れ
た
。
熱
気
あ

る
発
言
を
通
じ
て
、
区
長
の

使
命
感
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

高
齢
化
の
問
題
や
空
き
家

の
問
題
は
、
山
間
部
で
も
街

中
で
も
共
通
し
て
い
ま
す
。

共
通
し
た
各
自
治
区
の
問
題

点
を
洗
い
出
し
、
最
大
公
約

数
的
な
テ
ー
マ
を
作
っ
て
、

議
会
と
自
治
区
長
会
と
が
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
い
く

と
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。

共
通
テ
ー
マ
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
し
た
い

テ
ー
マ
を
絞
り

込
み
継
続
的
な

議
論
を

議員と自治区長の意見交換会
　

令
和
４
年
11
月
29
日
、
か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館
で
議
会

と
自
治
区
長
会
と
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
、

「
議
員
と
自
治
区
長
の
役
割
と
連
携
」
を
テ
ー
マ
に
、
10
〜

12
人
で
構
成
さ
れ
た
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
を

し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
出
さ
れ
た
意
見
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
紹
介
す
る
。

出
さ
れ
た
意
見
の
特
徴

笠
田
中
自
治
区
長

山
根
木
弘
修

　

「
町
内
に
置
い
て
あ
る
消

防
ホ
ー
ス
や
防
災
倉
庫
の
道

具
は
、
町
内
会
や
自
治
区
の

費
用
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
町

内
会
に
入
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
話
を
し
て
入
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

自
治
区
と
自
治
区
の
橋
渡

し
な
ど
は
、
議
員
が
間
に
入

っ
て
相
談
す
る
の
が
ベ
ス
ト

だ
と
思
い
ま
す
。

議
員
は
自
治
区

と
自
治
区
の
調

整
役
と
し
て

議
長溝

北　

好
一

　

選
挙
の
投
票
立
会
人
を
３

期
前
か
ら
女
性
が
し
て
い
ま

す
。
最
初
は
な
か
な
か
「
う

ん
」
と
言
っ
て
く
れ
な
か
っ

た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
今

言
っ
た
ら
「
い
い
よ
」
っ
て

言
っ
て
く
れ
ま
す
。
前
に
出

て
く
れ
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

ス
ム
ー
ズ
に
み
ん
な
参
加
し

始
め
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

女
性
の
力
を
引

き
出
し
生
き
生

き
し
た
地
域
を

新
城
自
治
区
長

中
前　

光
雄

　

今
日
み
た
い
に
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ

を
分
け
、
関
係
す
る
区
長
と

議
員
に
入
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、

中
身
の
濃
い
話
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
が
絞
り
込
め
た
ら
、

継
続
し
て
議
論
や
取
り
組
み

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

副
議
長松

岡　

宏
行

議
員
の
い
な
い

自
治
区
に
も

議
員
の
力
を

　

議
員
が
い
な
い
地
区
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
私
は
渋
田

で
す
が
議
員
は
誰
も
い
な
い
。

困
っ
て
も
相
談
す
る
議
員
は

い
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
機
会

な
の
で
、
議
員
の
い
な
い
地

区
の
窓
口
に
な
っ
て
く
れ
る

議
員
を
決
め
ら
れ
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

相
談
に
の
っ
て
も
ら
い
や
す

い
し
心
強
い
で
す
。

東
渋
田
自
治
区
長

谷
澤　

正
久

　

共
通
の
テ
ー
マ
を
洗
い
出
し
て
、
意
見
交
換
会
を
重
ね
る
と
ま
ち
づ
く
り

の
課
題
が
具
体
的
に
見
え
て
く
る
。
議
員
の
い
な
い
自
治
区
に
ど
う
関
わ
っ

て
い
く
か
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
議
員
の
意
見
を
ま
と
め
、
さ
ら
に
区
長

会
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
活
動
上
の
ヒ
ン
ト
も
出
さ

れ
、
区
長
の
仕
事
の
分
担
や
女
性
の
参
加
で
も
知
恵
が
出
て
き
た
。

次回が
楽しみな
意見交換会

意見交換から課題も希望も意見交換から課題も希望も意見交換から課題も希望も意見交換から課題も希望も

議員と自治区長の意見交換会で挨拶する山根木弘修自治区長会会長

議会だよりキャラクター
　『かきかあちゃん』

や
ま  

ね　
き 

ひ
ろ
の
ぶ

ま
つ
お
か　
　

ひ
ろ
ゆ
き

み
ぞ
き
た　
　

こ
う
い
ち

た
に
ざ
わ　
　

ま
さ
ひ
さ

な
か
ま
え　
　

て
る  

お
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開会は午前９時からとなっていましたが、20分遅れで開会しました。遅れた理由はわかりませんが、
傍聴は９時からと思って急いで来ましたので、時間厳守でお願いしたいと思います。（70代女性）議会を傍聴して

消費税

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中
止・延
期
を

求
め
る
意
見
書　

全
員
賛
成
で
可
決

　

「
国
に
対
し
『
適
格
請
求
書
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
実
施
中
止
を
求
め
る
意

見
書
』
の
提
出
を
求
め
る
請
願
」
が
９
月
会
議
に
提
出
さ
れ
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会
で
審

査
し
て
い
た
。
12
月
７
日
、
委
員
会
は
請
願
を
採
択
。
議
員
提
案
で
意
見
書
を
本
会
議
に
提

出
。
本
会
議
に
お
い
て
、
全
員
賛
成
で
請
願
を
採
択
、
意
見
書
を
可
決
し
た
。

時
間
を
か
け
丁
寧
に
委
員
会
で
審
議

　

委
員
会
は
、
今
回
初
め
て

参
考
人
制
度
を
活
用
し
、
請

願
人
に
出
席
を
求
め
、
１
時

間
半
の
質
疑
を
行
っ
た
。
こ

の
中
で
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
人

や
免
税
業
者
が
、
※

イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
よ
っ
て
取
引
か

ら
外
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

の
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
体
の
会

計
の
中
に
も
イ
ン
ボ
イ
ス
に

対
応
す
べ
き
会
計
が
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
日
を
改
め

て
町
当
局
と
の
質
疑
を
実
施

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
と

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
特
別
会

計
、
水
道
事
業
・
下
水
道
事

業
会
計
の
４
会
計
で
イ
ン
ボ

イ
ス
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
制
度
は
理

解
で
き
る
も
の
の
、
円
安
、

物
価
高
の
状
況
下
で
イ
ン
ボ

イ
ス
を
実
施
す
る
と
、
深
刻

な
事
態
が
広
が
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
、
請
願
を
採
択
し
た
。

意
見
書
は
、
全
委
員
の
賛
成

で
本
会
議
に
提
出
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

国に提出した意見書
　ロシアによるウクライナ侵略、異常気象
や円安によって、燃油・資材・食料など物
価高騰が続いている。インボイス制度を導
入すれば、複雑な経理業務に対応できない
業者が多数生まれ、地域経済に大打撃を与
える危険がある。
　国の税制によって中小企業や自営業者を
つぶすことがあってはならない。インボイ
ス制度の実施中止・延期を強く要望する。
　　　　　　　　　　　　　（一部抜粋）

※
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は

　

適
格
請
求
書
に
基
づ

い
て
消
費
税
の
納
税
業

者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、

納
税
を
確
実
に
推
進
し

よ
う
と
す
る
も
の
。実
施

は
令
和
５
年
10
月
１
日
。

税
務
署
が
認
め
た
登
録

番
号
が
請
求
書
等
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
と
、業

者
は
仕
入
税
額
控
除
を

受
け
ら
れ
な
い
。

森岡 由利子さん
もりおか　 ゆ　り　こ

　

手
作
業
で
帳
簿
を
付
け

る
の
で
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応

は
大
変
で
す
。
納
め
た
消

費
税
が
防
衛
費
に
も
使
わ

れ
る
の
は
腹
が
立
ち
ま

す
。

対
応
は
大
変

下天野
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ページ 質　　問　　事　　項 質  問  議  員

公共施設は景観に配慮した構造物に

伴走型子育て支援に何が必要か

子育て支援のため小規模園を

生ごみ袋の一定量無料配布を

町長が考える農業振興施策とは

緩やかな協定を結ぶべき

西部公園トイレ何らかの対策を

滝ノ上 万 記

大 山 　 希 世

松 岡 　 宏 行

藤 本 　 憲 一

中 谷 　 雅 美

東 芝 　 弘 明

新 堀 　 行 雄

中阪町長

各ページ議員名の下の
二次元コードを読み取ると
ユーチューブで質問映像を
見ることができます。

写真はコロナ対策のため、パーテーション越しに撮影している。

　一般質問は、町政に関する提案や質問を行うもので、持ち時間は１人60分。
　記事は質問者が作成したものである。
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18
高齢者にもよく聞こえる様に大きな声で力強く、自信を持って質問していただきた
い。応援しています。期待もしています。（70代女性）議会を傍聴して

滝ノ上 万記 議員

　
　
　

現
在
「
ゆ
ず
り

葉
」
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
元
天
野
小
学
校
の
校

舎
は
、
１
９
９
５
年
天
野

小
学
校
新
校
舎
と
し
て
竣

工
し
た
が
、
わ
ず
か
18
年

後
の
２
０
１
３
年
に
閉
校

と
な
っ
た
。
そ
の
建
て
替

え
に
か
か
っ
た
費
用
は
約

３
億
円
。
こ
の
ほ
か
、
元

三
谷
小
学
校
は
校
舎
の
建

て
替
え
後
10
年
で
閉
校
と

な
り
、
元
四
邑
小
学
校
に

お
い
て
も
、
わ
ず
か
13
年

で
閉
校
に
な
っ
た
。
廃
校

と
な
っ
た
校
舎
の
い
く
つ

か
は
、
そ
の
役
割
を
変
え

現
在
も
利
用
さ
れ
て
い
る

が
全
て
で
は
な
い
。
ま
た
、

20
年
も
経
た
な
い
間
に
閉

鎖
し
て
し
ま
う
校
舎
の
よ

う
な
大
型
公
共
施
設
が
、

か
つ
ら
ぎ
町
の
よ
う
な
人

物
を
建
築
す
る
際
は
、
周

辺
の
景
観
に
な
じ
む
よ
う

な
建
物
を
建
て
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
町
と

し
て
の
考
え
は
。

教
育
次
長　

一
般
的
な
公

共
施
設
建
築
計
画
の
留
意

点
は
、
主
に
は
構
造
や
色

彩
、
立
地
お
よ
び
規
模
が

挙
げ
ら
れ
る
。
中
で
も
校

舎
の
建
築
に
あ
た
っ
て
は
、

地
元
の
要
望
や
将
来
の
児

童
生
徒
数
、
文
部
科
学
省

よ
り
示
さ
れ
て
い
る
施
設

整
備
指
針
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
を
総
合
的
に
判

断
し
て
実
施
し
て
い
る
。

指
針
で
は
、
地
域
の
生
涯

学
習
や
、
ま
ち
づ
く
り
の

核
と
し
て
の
機
能
を
整
備

す
る
よ
う
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
他
の
文
教
施
設
と
の

連
携
や
災
害
時
に
お
け
る

避
難
所
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
、
景
観
や
町

並
み
の
形
成
に
貢
献
で
き

る
施
設
と
し
て
計
画
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
町
と
し
て
も
指
摘
の
観

点
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

十
分
配
慮
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

問

公共施設は景観に配慮した構造物に
景観については
　　今後も十分配慮していく

教育次長

元志賀小学校

　
　
　

就
職
活
動
の
現
状

は
、
新
卒
者
の
売
り
手
市

場
で
あ
る
た
め
、
本
町
の

職
員
採
用
に
お
い
て
も
、

優
秀
な
人
材
の
確
保
が
困

難
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
。

総
務
課
長　

申
込
者
数
が

少
な
い
た
め
、
採
用
の
周

知
が
不
足
し
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。

問
　
　
　

町
職
員
の
採
用
活

動
に
お
け
る
問
題
点
は
、

何
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る

か
。

総
務
課
長　

近
隣
の
市
に

比
べ
る
と
申
込
者
数
が
少

な
い
現
状
か
ら
、
周
知
が

不
足
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。
現
在
は
県
内
の
高

校
、
大
学
等
を
訪
問
し
て

い
る
が
、
今
後
は
訪
問
先

を
近
隣
府
県
の
学
校
な
ど

に
拡
大
し
、
本
町
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
る
。

問 正
職
員
採
用
の
問
題
点
は

口
・
財
政
規
模
の
小
さ
い

町
に
、
多
数
存
在
す
る
こ

と
は
大
変
な
痛
手
で
あ
る
。

今
後
は
、
町
内
に
お
い
て

箱
モ
ノ
を
建
築
す
る
際
に

は
こ
の
よ
う
な
事
を
繰
り

返
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま

た
、
か
つ
ら
ぎ
町
は
、
白

洲
正
子
の
随
筆
に
も
あ
る

天
野
地
区
を
は
じ
め
、
特

に
山
間
部
に
お
い
て
は
自

然
の
景
観
が
大
変
素
晴
ら

し
い
地
域
が
多
い
。
そ
の

よ
う
な
地
区
に
大
型
公
共

す 

ま
さ 

こ

し
ら
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今日、議会ではお互いの真剣な思いを伝え合い、次の世代につないでいける行政を
拝見いたしました。（70代女性）議会を傍聴して

大 山 希 世 議員

伴走型子育て支援に何が必要か
町ができる事を整理し法改正の
　必要あれば国県へも働きかける

町 長

　
　
　

本
町
の
子
育
て
支

援
の
ひ
と
つ
学
校
給
食
無

償
化
事
業
に
つ
い
て
。
国

が
定
め
る
塩
分
量
等
の
基

準
を
満
た
す
工
夫
は
。

教
育
総
務
課
長　

一
例
と

し
て
味
噌
汁
は
カ
ツ
オ
、

サ
バ
、
煮
干
し
で
出
汁
を

取
り
、
具
材
は
野
菜
や
芋

類
等
多
様
な
食
材
を
組
み

合
わ
せ
、
化
学
調
味
料
に

頼
り
す
ぎ
な
い
よ
う
努
め

て
い
る
。

問
　
　
　

食
べ
残
し
に
よ
る

廃
棄
が
多
い
献
立
は
調
理

方
法
や
味
付
け
、
メ
ニ
ュ

ー
の
再
検
討
、
ま
た
生
徒

児
童
の
声
を
反
映
す
る
取

り
組
み
は
あ
る
か
。

教
育
総
務
課
長　

献
立
は

教
育
委
員
会
の
管
理
栄
養

士
が
案
を
作
成
し
、
学
校

問

代
表
、
学
校
給
食
主
任
、

学
校
栄
養
士
、
養
護
教
諭
、

給
食
調
理
委
託
業
者
等
で

構
成
さ
れ
る
学
校
給
食
献

立
検
討
委
員
会
で
検
討
。

年
間
五
回
開
催
。
取
り
組

み
は
各
委
員
か
ら
の
メ
ニ

ュ
ー
考
案
等
が
あ
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
パ
ン

や
デ
ザ
ー
ト
を
選
ぶ
セ
レ

ク
ト
給
食
な
ど
を
実
施
。

く
の
人
が
関
わ
り
給
食
事

業
が
成
り
立
っ
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て

各
学
校
の
学
校
運
営
協
議

会
で
の
テ
ー
マ
と
し
て
も

取
り
上
げ
る
こ
と
も
検
討

し
、
学
校
給
食
無
償
化
事

業
が
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い

も
の
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　

廃
棄
を
少
な
く
す

る
取
り
組
み
の
内
容
は
。

教
育
長　

喫
食
者
の
考
え

を
踏
ま
え
つ
つ
献
立
を
改

善
し
、
よ
り
良
き
給
食
を

作
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ

り
、
残
食
の
多
い
副
菜
は

複
数
の
野
菜
を
組
み
合
わ

せ
た
り
、
ハ
ム
や
ツ
ナ
、

ジ
ャ
コ
を
取
り
入
れ
、
彩

り
、
食
感
、
味
の
変
化
を

工
夫
し
て
い
る
。

問

　
　
　

放
課
後
事
業
は
保

護
者
の
就
労
を
支
え
る
サ

ー
ビ
ス
。
そ
れ
以
上
に
放

課
後
時
間
は
子
ど
も
た
ち

の
心
や
経
験
を
育
む
貴
重

な
時
間
と
考
え
る
。
町
の

考
え
は
。

町
長　

さ
ら
に
子
育
て
し

や
す
い
町
を
考
え
れ
ば
、

全
て
の
子
ど
も
を
対
象
に

十
分
に
受
け
入
れ
可
能
に

な
る
取
り
組
み
と
同
時
に

法
な
ど
の
改
正
が
必
要
な

も
の
は
国
や
県
に
働
き
か

け
る
。

問

　
　
　

放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
対
象
者
と
利
用

状
況
に
つ
い
て
。

住
民
福
祉
課
長　

放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
児

童
福
祉
法
に
基
づ
き
障
害

の
確
定
し
な
い
、
気
に
な

る
段
階
か
ら
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
。
通
所
決
定
者

数
は
平
成
29
年
度
末
22
人
。

伊
都
橋
本
圏
域
の
障
害
児

通
所
支
援
施
設
の
今
年
度

卒
園
生
は
全
体
で
37
人
と

増
加
傾
向
。
う
ち
23
人
が

利
用
希
望
し
て
い
る
が
、

若
干
定
員
を
超
え
て
い
る
。

伊
都
橋
本
地
域
自
立
支
援

協
議
会
で
定
員
増
に
つ
い

て
事
業
者
と
受
入
調
整
を

行
っ
て
い
る
。

問

　
　
　
　
　

子
ど
も
の
声

も
広
聴
。
全
児
童
生
徒
を

対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

完
食
で
き
な
い
理
由
も
合

わ
せ
現
状
の
把
握
に
取
り

組
み
を
望
む
。
廃
棄
量
だ

け
が
問
題
で
は
な
い
。
多

ま
と
め

　
　
　
　
　

発
達
に
課
題

の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ
保

護
者
の
気
持
ち
と
し
て
、

子
ど
も
の
特
性
ゆ
え
に
短

時
間
で
あ
っ
て
も
周
り
の

人
に
預
か
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
た
め
ら
う
。
今
後
は

協
議
会
と
さ
ら
に
連
携
し

て
研
究
・
検
討
し
て
ほ
し

い
。 ま

と
め

イメージ写真イメージ写真イメージ写真



議会だよりかつらぎ
2023.2.１　96号 20町内のすべての住民に目を向けた対策をお願いしたい。（70代女性）議会を傍聴して

一般質問

松 岡 宏 行 議員

　
　
　

町
内
に
は
一
部
を

除
い
て
就
学
前
保
育
は
２

０
０
人
を
超
え
る
こ
ど
も

園
が
２
園
。
大
規
模
園
、

小
規
模
園
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

教
育
総
務
課
長　

大
規
模

園
は
職
員
も
多
く
、
行
事

も
に
ぎ
や
か
。
小
規
模
園

は
異
年
齢
で
関
わ
り
、
機

動
性
が
高
い
。

問

　
　
　

就
学
前
保
育
を
充

実
さ
せ
る
に
は
、
こ
ど
も

園
な
ど
の
指
定
管
理
者

「
か
つ
ら
ぎ
福
祉
会
」
と

定
期
的
に
懇
談
し
て
は
。

町
長　

毎
年
開
催
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
開
催
で
き
な
か
っ
た
。

今
後
状
況
を
見
な
が
ら
考

え
た
い
。

問

　
　
　

就
学
前
保
育
を
充

実
し
て
、
さ
ら
に
転
入
児

を
増
や
す
た
め
に
保
育
士

の
加
配
と
小
規
模
園
の
設

置
を
。

町
長　

支
援
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
や
、
大
規
模
園

に
な
じ
め
な
い
子
ど
も
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
考

え
る
と
、
小
規
模
園
を
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
、
議
員
提
案
の
子
育

て
世
代
へ
の
支
援
を
よ
り

一
層
取
り
組
み
た
い
。

問

　
　
　

転
入
し
て
き
た
４

人
家
族
は
母
親
が
妊
娠
中
、

２
歳
児
は
こ
ど
も
園
希
望
、

８
歳
児
は
学
童
保
育
希
望
、

住
民
福
祉
課
で
転
入
後
の

手
続
き
は
。

住
民
福
祉
課
長　

健
康
推

進
課
で
社
会
保
障
制
度
、

環
境
課
で
ご
み
関
係
、
庁

舎
西
側
の
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
妊
婦
健
診
、
庁
舎

南
側
の
か
つ
ら
ぎ
総
合
文

化
会
館
の
教
育
総
務
課
で

こ
ど
も
園
・
学
童
保
育
。

問
　
　
　

転
入
者
は
さ
ま
ざ

ま
な
部
署
を
回
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
全
国
の
市

町
村
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
取

り
組
ん
で
い
る
。
箕
面
市

は
教
育
と
福
祉
の
融
合
を

目
指
し
て
、
子
ど
も
関
連

を
教
育
委
員
会
に
一
元
化

し
て
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
本
町
で

も
。 問

　
　
　

全
国
的
に
課
題
や

支
援
が
必
要
な
子
ど
も
が

増
え
て
い
る
。
本
町
の
就

学
前
保
育
は
一
部
を
除
い

て
大
規
模
園
し
か
選
択
で

き
な
い
。
子
ど
も
や
保
護

者
の
状
況
に
よ
り
小
規
模

園
も
選
択
で
き
る
よ
う
整

備
し
て
は
。

教
育
長　

量
的
、
質
的
、

多
様
化
へ
の
課
題
が
あ
る

中
、
小
規
模
施
設
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
。

問

子育て支援のため小規模園を
検討しなければならない町 長

佐野こども園で遊ぶ子ども

子
育
て
施
策
の
一
元
化
で

　
　
　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

副
町
長　

子
育
て
支
援
施

策
の
一
元
化
は
、
子
育
て

世
帯
に
は
有
意
義
な
取
り

組
み
。
職
員
配
置
や
業
務

量
を
精
査
し
て
検
討
し
た

い
。

町
長　

乳
幼
児
か
ら
青
少

年
期
ま
で
一
貫
し
た
行
政

は
理
想
的
。
現
時
点
で
は

マ
ン
パ
ワ
ー
に
課
題
が
あ

る
。
今
後
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に

よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
、
窓
口

業
務
の
改
善
、
ま
た
一
元

化
へ
の
先
進
事
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。



議会だよりかつらぎ
2023.2.1　96号21

かつらぎ町は文化伝統、フルーツの町、色々な恵みも有り、なお一層の工夫をこらした特
色を生かした夢のあるアイデアの良い物品等の開発づくりを提案致します。（70代女性）議会を傍聴して

一般質問

藤 本 憲 一 議員

生ごみ袋の一定量無料配布を
すべきではない町 長

　
　
　

９
月
に
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
、
生
ご
み
袋
を

無
料
配
布
し
た
。
町
民
か

ら
も
「
す
ご
く
良
か
っ

た
」
と
い
う
声
を
聴
い
て

い
る
。
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
き
ま
っ
て
プ
ラ
・

ペ
ッ
ト
袋
は
無
料
な
の
に

生
ご
み
袋
は
無
料
で
な
い

と
の
意
見
が
あ
る
。
資
源

用
ご
み
袋
無
料
配
布
の
目

的
は
、
資
源
循
環
を
促
進

さ
せ
、
分
別
に
よ
り
処
分

ご
み
を
減
ら
し
て
経
費
削

減
を
図
る
た
め
で
あ
る
。

　

平
成
21
年
か
ら
エ
コ
ラ

イ
フ
紀
北
で
の
ご
み
処
理

が
始
ま
っ
た
。
当
初
の
ご

み
量
と
比
較
す
る
と
、
プ

ラ
・
ペ
ッ
ト
の
資
源
ご
み

は
変
わ
ら
ず
、
焼
却
ご
み

は
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

分
別
の
マ
ン
ネ
リ
化
と
い

う
か
限
界
を
感
じ
る
。
そ

こ
で
、
分
別
の
強
化
を
推

進
す
る
方
法
と
し
て
、
一

定
量
無
料
配
布
を
提
案
す

る
。

　

１
年
間
の
平
均
使
用
枚

数
の
３
分
の
２
程
度
の
無

料
配
布
を
行
い
、
分
別
を

強
化
す
る
。
袋
の
値
段
は

当
然
値
上
げ
し
、
配
布
内

に
収
め
て
も
ら
う
こ
と
で

分
別
意
識
が
高
ま
る
と
思

う
が
。

問

環
境
課
長　

無
料
配
布
は
、

い
た
ず
ら
に
ご
み
排
出
量

を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
慎
重
に
判
断
す
る
必

要
が
あ
る
。

町
長　

ご
み
袋
の
手
数
料

等
収
入
と
ご
み
処
理
費
用

と
の
差
し
引
き
は
、
約
２

億
５
０
０
０
万
円
の
赤
字

で
あ
る
。
一
生
懸
命
分
別

し
た
人
も
し
な
い
人
も
無

料
袋
を
使
う
と
し
た
ら
、

　
　
　

分
別
推
進
は
必
要

だ
が
、
幼
児
用
・
介
護
用

の
お
む
つ
は
分
別
で
き
な

い
。
昔
は
、
あ
ま
り
な
か

っ
た
紙
お
む
つ
だ
が
、
最

近
は
大
半
の
家
庭
で
使
用

し
て
い
る
。
一
定
量
無
料

配
布
で
き
な
い
か
。

環
境
課
長　

幼
児
世
帯
へ

の
お
む
つ
用
ご
み
袋
無
料

配
布
に
つ
い
て
は
、
家
計

負
担
軽
減
等
を
図
る
目
的

で
、
ご
み
袋
（
小
）
の
無

料
配
布
を
現
在
検
討
中
。

ま
た
、
介
護
世
帯
に
つ
い

て
も
同
様
に
現
在
検
討
中

で
あ
る
。

問 お
む
つ
使
用
世
帯
へ
の
無
料
配
布

無
料
配
布
に
要
す
る
額
が

そ
の
ま
ま
ご
み
の
減
量
に

生
き
て
く
る
の
か
疑
問
で

あ
る
。
無
料
配
布
す
れ
ば
、

税
金
で
賄
う
部
分
が
増
え

る
こ
と
か
ら
も
税
へ
の
負

担
の
公
平
性
を
壊
し
て
し

ま
う
。
ご
み
袋
の
無
料
配

布
は
す
べ
き
で
は
な
い
。

ごみ削減には分別強化が一番



議会だよりかつらぎ
2023.2.１　96号 22給食業者は地元を中心で農家さんが潤いますので是非願います。（70代女性）議会を傍聴して

一般質問

中 谷 雅 美 議員

　
　
　

本
町
の
農
業
振
興

に
つ
い
て
、
将
来
の
人
と

農
地
の
懇
談
会
で
は
ど
の

よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
の

か
。

産
業
観
光
課
長　

河
北
地

域
は
11
月
17
日
、
河
南
地

域
は
18
日
に
開
催
さ
れ
、

テ
ー
マ
と
し
て 

①「
こ
れ

か
ら
の
農
業
を
続
け
て
い

く
中
で
感
じ
て
い
る
不
安

や
問
題
」。
②「
地
域
の

方
針
」。
③「
方
針
を
実

現
す
る
た
め
に
は
」
の
３

つ
で
、
多
岐
に
わ
た
る
貴

重
な
た
く
さ
ん
の
意
見
が

あ
っ
た
。

問
　
　
　

現
下
、
農
地
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
を
、
世

界
的
に
見
る
と
気
候
変
動

や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
等
に
よ
り
食
料
に
限

ら
ず
肥
料
、
飼
料
、
燃
料

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
物
価
が

上
昇
す
る
中
で
、
日
本
の

食
料
安
全
保
障
が
脅
か
さ

れ
、
食
料
自
給
率
は
令
和

３
年
度
で
38
％
、
和
歌
山

県
は
直
近
の
令
和
２
年
度

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
27
％
。

本
町
は
。

産
業
観
光
課
長　

参
考
値

で
は
令
和
３
年
度
カ
ロ
リ

ー
ベ
ー
ス
で
約
64
％
で
あ

る
。

問

　
　
　

本
町
の
荒
廃
農
地

は
令
和
３
年
度
決
算
の
実

績
報
告
と
平
成
29
年
度
で

は
５
年
で
20
％
増
加
、
ま

た
、
農
業
者
は
２
０
２
０

年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
と
２

０
１
５
年
で
は
６
％
の
減

少
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
本
町
の
農
業
の
現

状
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

認
識
か
。

産
業
観
光
課
長　

現
状
は
、

農
業
従
事
者
が
少
な
い
こ

と
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、

ま
た
鳥
獣
害
被
害
な
ど
が

あ
り
、
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。

問

問
　
　
　

本
町
の
農
業
を
取

り
巻
く
課
題
と
し
て
は
、

担
い
手
不
足
や
耕
作
放
棄

地
な
ど
、
多
く
の
課
題
が

あ
る
と
思
う
が
今
後
ど
の

よ
う
な
対
策
を
。

町
長　

今
後
の
農
業
を
考

え
た
と
き
に
、
高
齢
化
・

人
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地

と
い
う
深
刻
な
課
題
・
問

題
が
あ
る
。
若
い
人
の
一

部
で
農
業
を
し
た
い
と
考

え
取
り
組
む
人
も
い
る
が
、

初
期
投
資
の
リ
ス
ク
を
負

っ
て
ま
で
と
い
う
考
え
方

の
人
が
多
い
。
実
際
若
い

人
の
意
見
を
聞
く
と
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
雇
用
形
式

で
あ
れ
ば
と
言
う
人
も
い

る
の
で
、
今
後
想
定
さ
れ

る
農
業
を
取
り
巻
く
人
材

不
足
を
補
う
た
め
、
特
に

中
山
間
を
中
心
と
し
た
地

域
で
は
、
集
落
で
農
地
を

ま
と
め
て
、
集
落
営
農
組

織
や
法
人
を
立
ち
上
げ
、

若
い
人
を
雇
用
し
な
が
ら
、

取
り
組
ん
で
い
け
る
仕
組

み
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要

だ
。

町長が考える農業振興施策とは
農地を集積し組織を立ち上げ
　　　　　　　　若者の雇用を

町 長

町
内
各
地
で
散
見
さ
れ
る
耕
作
放
棄
地
（
元
柿
畑
）

　
　
　
　
　

副
町
長
の
任

務
と
役
割
に
つ
い
て
、
町

内
各
地
の
太
陽
光
発
電
へ

の
転
換
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
に
つ
い
て

の
対
策
他
を
質
問
し
た
。

そ
の
他



議会だよりかつらぎ
2023.2.1　96号23

住みよい町No.１安心安全な町で有る様に今日は貴重な議会傍聴をさせて頂き有難
うございました。（70代女性）議会を傍聴して

一般質問

東 芝 弘 明 議員

緩やかな協定を結ぶべき

　
　
　

本
町
と
企
業
と
の

間
に
ど
の
よ
う
な
確
認
が

あ
っ
た
の
か
。

産
業
観
光
課
長　

株
式
会

社
ミ
モ
ナ
と
株
式
会
社
ア

ク
ア
イ
グ
ニ
ス
の
社
長
か

ら
の
話
で
口
頭
だ
っ
た
。

町
長　

進
出
に
当
た
っ
て

関
係
す
る
会
社
と
相
談
す

る
の
が
一
般
的
。

問

　
　
　

造
成
と
建
物
の
建

築
は
、
一
体
ど
の
会
社
が

行
う
の
か
。

町
長　

両
社
が
特
別
目
的

会
社
を
設
立
し
、
事
業
主

体
と
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

三
重
県
の
ア
ク
ア
イ
グ
ニ

ス
や
ヴ
ィ
ソ
ン
で
は
、
全

体
の
建
設
は
目
的
会
社
が

行
い
、
店
舗
の
レ
イ
ア
ウ

ト
は
事
業
者
が
行
っ
て
い

る
。
建
築
物
は
一
定
基
準

の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
。

現
在
、
協
議
書
を
交
わ
す

た
め
の
準
備
協
議
を
し
て

い
る
。

問

　
　
　

両
社
の
役
員
会
で

確
認
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

少
な
く
と
も
代
表

取
締
役
の
立
場
の
人
が
進

出
す
る
こ
と
を
表
明
し
て

い
る
。

問
　
　
　

２
億
２
４
８
８
万

２
０
０
０
円
と
い
う
予
算

を
組
ん
だ
が
中
身
は
口
頭
。

こ
れ
で
い
い
の
か
。

町
長　

用
地
取
得
が
確
定

要
に
な
る
。
用
地
買
収
が

遅
れ
る
と
３
年
以
上
か
か

る
。
地
権
者
の
会
の
協
力

な
し
に
は
う
ま
く
い
か
な

い
が
。

産
業
観
光
課
長　

地
権
者

に
説
明
会
を
開
き
、
現
在

は
個
別
交
渉
の
段
階
。
地

権
者
同
士
の
反
発
に
な
ら

な
い
よ
う
対
応
し
た
い
。

し
な
い
時
点
で
は
、
具
体

的
な
協
定
は
交
わ
せ
な
い
。

大
半
を
取
得
で
き
る
見
込

み
が
立
っ
て
は
じ
め
て
協

議
が
で
き
る
。

問

　
　
　

緩
や
か
な
協
定
を

結
び
、
予
算
を
組
む
の
が

本
筋
。
町
が
用
地
を
買
収

す
る
の
は
令
和
６
年
９
月

以
降
、
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
の
変
更
申
請
と
農

地
転
用
に
国
の
許
可
が
必

問

高
齢
者
サ
ロ
ン
の
改
善
を

　
　
　

サ
ロ
ン
と
は
何
か
。

健
康
推
進
課
長　

高
齢
者

サ
ロ
ン
の
基
本
は
、
高
齢

者
の
閉
じ
こ
も
り
の
防
止
、

茶
話
会
な
ど
に
よ
る
居
場

所
づ
く
り
で
あ
り
、
介
護

予
防
は
お
願
い
ベ
ー
ス
。

問

　
　
　

課
長
は
特
別
会
計

に
も
責
任
を
負
っ
て
い
る
。

介
護
予
防
の
推
進
が
サ
ロ

ン
に
も
現
れ
て
い
る
。

「
千
客
万
来
」
と
い
う
考

え
方
に
発
展
す
べ
き
。

町
長　

不
特
定
多
数
の
人

を
受
け
入
れ
る
考
え
方
は

重
要
。
福
祉
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
で
行
う
高
齢
者
に
対

す
る
施
策
と
、
生
涯
学
習

的
な
考
え
方
で
や
る
施
策

と
は
当
然
違
っ
て
い
る
。

健
康
推
進
課
が
や
る
と
介

護
予
防
な
ど
に
行
き
が
ち
。

今
後
そ
の
辺
の
こ
と
も
含

め
、
検
討
し
て
い
く
。

問

　
　
　

担
当
課
は
、
来
年
、

名
称
を
介
護
予
防
高
齢
者

サ
ロ
ン
に
し
た
い
と
言
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ

で
改
善
に
な
る
の
か
。
居

場
所
と
井
戸
端
会
議
に
な

る
よ
う
名
称
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

町
長　

も
っ
と
親
し
み
や

す
い
言
葉
に
替
え
る
こ
と

は
大
事
。

問

協議書を交わす準備をしている町 長

笠田中ほ場地の現況



議会だよりかつらぎ
2023.2.１　96号 24かつらぎ町こども園の様子が資料を見てよくわかりました。（70代女性）議会を傍聴して

一般質問

新 堀 行 雄 議員

　
　
　

令
和
４
年
10
月
に

全
面
芝
生
の
多
目
的
広
場

と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
南
18

ホ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

北
エ
リ
ア
の
整
備
が
残
っ

て
い
る
が
今
後
の
計
画
は
。

建
設
課
長　

令
和
５
年
度

の
完
成
を
目
指
し
て
進
め

て
い
る
。
遊
歩
道
、
管
理

用
倉
庫
、
ト
イ
レ
、
駐
車

場
、
芝
生
広
場
な
ど
を
整

備
す
る
予
定
だ
。

問
　
　
　

か
つ
ら
ぎ
西
部
公

園
に
は
ト
イ
レ
は
何
カ
所
、

ど
こ
に
あ
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
北
コ
ー
ス
、
南
コ
ー
ス

に
あ
る
。

建
設
課
長　

現
在
３
カ
所

で
あ
る
。
北
エ
リ
ア
整
備

に
伴
い
１
カ
所
設
置
す
る
。

川
流
域
下
水
道
伊
都
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
周
辺
整
備
事

業
と
し
て
、
橋
本
市
、
九

度
山
町
、
か
つ
ら
ぎ
町
の

１
市
２
町
で
整
備
し
て
い

る
。
遊
具
の
設
置
に
つ
い

て
は
他
の
市
町
と
粘
り
強

く
交
渉
し
て
い
く
。

問

　
　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
休
場
日
は
月
曜
と
な
っ

て
い
る
。
ト
イ
レ
は
使
用

で
き
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

休
場
日

は
利
用
で
き
な
い
。
道
の

駅
の
ト
イ
レ
を
利
用
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

問

　
　
　

西
部
公
園
に
大
型

遊
具
を
設
置
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
あ
る
。
周
辺

市
町
と
話
し
合
っ
て
い
く

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
そ
の

後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

町
長　

西
部
公
園
は
紀
の

問

　
　
　

ト
イ
レ
は

３
カ
所
し
か
な
く
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

が
開
場
し
て
い
る

時
し
か
利
用
で
き

な
い
。
何
ら
か
の

対
策
が
必
要
で
は
。

町
長　

北
エ
リ
ア

の
整
備
が
令
和
５

年
度
に
完
成
を
予

定
し
て
い
る
。
令

和
６
年
度
か
ら
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
管

理
棟
と
し
て
運
営

し
、
休
場
日
も
開

館
し
て
い
く
計
画

で
あ
る
。
北
エ
リ

ア
に
新
設
す
る
ト

イ
レ
と
合
わ
せ
て

２
カ
所
の
ト
イ
レ

が
利
用
可
能
と
な

る
。 問

西部公園トイレ何らかの対策を
クラブハウスを管理棟として開館町 長

　
　
　

本
町
で
は
中
学
生

を
対
象
と
し
た
子
ど
も
議

会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
子

ど
も
議
会
の
目
的
は
。

教
育
総
務
課
長　

ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
夢
や
希

望
を
語
る
機
会
を
つ
く
る

こ
と
。
議
会
の
仕
組
み
や

選
挙
制
度
へ
の
関
心
を
高

め
、
社
会
の
形
成
者
と
し

て
資
質
や
能
力
を
育
む
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

問
　
　
　

山
形
県
遊
佐
町
の

よ
う
に
中
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
に
し
て
は
。

教
育
長　

中
学
生
の
素
朴

な
視
点
か
ら
の
発
想
、
考

え
に
加
え
、
高
校
生
の
よ

り
有
権
者
に
近
い
視
点
か

ら
の
意
見
等
も
得
る
も
の

問

　
　
　

取
り
入
れ
ら
れ
る

と
こ
ろ
は
取
り
入
れ
子
ど

も
議
会
を
発
展
さ
せ
て
い

く
べ
き
で
は
。

町
長　

子
ど
も
議
会
は
自

分
た
ち
の
考
え
て
い
る
こ

と
を
議
会
に
届
け
よ
う
と

一
体
感
を
持
ち
ま
ち
づ
く

り
に
参
画
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
先
進
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
子
ど
も

議
会
を
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
。

問

ゆ　

ざ  

ま
ち

が
あ
る
と
思
う
。
今
後
、

先
進
地
の
事
例
に
学
び
な

が
ら
、
対
象
者
を
町
内
在

住
の
高
校
生
ま
で
に
す
る

こ
と
も
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
議
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を

西部公園眺望西部公園眺望西部公園眺望



議会モニターの声
令和4年度
委員会報告

議会だよりかつらぎ
202３.２.1　9６号25

　町民の声を議会運営に反映するため、議会
モニター制度を実施している。提出された感
想等レポートの一部を抜粋し掲載する。

　議長・副議長の選挙など4年に一度しか味
わえない日の議会傍聴はラッキーでした。
　自己紹介もあり議員さんを知る良い機会で
した。自己紹介の時名前だけでなく、住所も
聞かせてほしかった。議員さん所在のバラン
ス状況に関心をもってました。
　　　　　　　　　　　　　（70代女性）

　新議員さんには初心（志）を忘れず、旧議
員さんには、あらたな気持ちで初心に返って
町の為に心も体も傾けて下さります様お願い
します。私たちを取りまく社会は、急速に変
化し、多種多様化、複雑化、深刻化していま
す。そう云う状況の中で、今こそ議員さんの
力が求められています。もちろん、私たち町
民一人ひとりも生活課題に向け努力し、協調
し、理解し合うことが必要です。
　　　　　　　　　　　　　（70代女性）

本会議 議会だより編集特別委員会

　傍聴全体を通して、内容・役割・取材から
印刷まで編集作業には中々ご苦労がおありか
とわかりました。こうして出来上がった記事
は貴重です。私達は熟読し、考え、理解し、
町政に声を出し「議会だより」を意義ある存
在に出来たらいいなぁと思いました。
　　　　　　　　　　　　　　（70代女性）

　「表紙」から
　「桃」からかつらぎ町の季節が伝わってき
ました。
　　　　　　　　　　　　　（70代女性）

　今月号の桃の表紙大変よかったです。
　これからは、地域で本当に頑張っている人
の姿も掲載していただければと思います。
　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

議会だよりを読んで
（94号の掲載記事）

　面文字の上欄の表示について、もう少し太
いはっきりした文字に改善できないかご検討
いただければ有難いです。
　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

映像配信を視聴して

　「かつらぎ町民の福祉と幸福の実現」を図
る為に、厳しい自覚をもって職務上の責任を
果たすべきだと捉えました。
　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

議会運営委員会

待っているのはパークゴルフでも大人が遊べる広場でもなく、家族皆で楽しめる場
所がほしいです。（70代女性）議会を傍聴して

広報広聴特別委員会の様子



委員会報告

議会だよりかつらぎ
2023.2.1　96号 26

町
内
の
水
道
施
設
を
視
察

10
月
７
日
、
11
月
22
日
、

12
月
７
日
委
員
会
を
開
催
。

　

町
内
の
水
道
施
設
（
上
水
道
２

カ
所
、
簡
易
水
道
８
カ
所
、
町
管

理
の
飲
料
水
供
給
施
設
３
カ
所
）

の
う
ち
８
カ
所
の
施
設
を
見
学
し

た
。
視
察
の
目
的
は
、
安
心
安
全

な
水
道
水
供
給
の
工
程
を
見
学
し

て
、
維
持
管
理
の
適
切
な
業
務
遂

行
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
危

機
管
理
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
で

あ
る
。
初
め
て
施
設
を
見
学
す
る

委
員
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
各
施

設
の
構
造
の
違
い
や
、
毎
日
の
点

検
業
務
の
苦
労
が
よ
く
分
か
っ
た

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
一

元
管
理
シ
ス
テ
ム
の
画
面
を
見
て

現
場
へ
行
か
ず
と
も
異
常
個
所
が

分
か
る
と
の
説
明
で
、
専
門
職
員

の
必
要
性
を
改
め
て
認
識
し
た
。

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請
願

第
１
号
「
国
に
対
し
『
適
格
請
求

書
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
）
の
実
施
中
止
を
求
め
る
意
見

書
』
の
提
出
を
求
め
る
請
願
」
に

つ
い
て
採
決
を
行
い
、
賛
成
多
数

で
採
択
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

本
会
議
に
意
見
書
案
を
全
員
賛
成

で
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

請
願
第
１
号
は
採
択

子
ど
も
に
関
す
る

　

所
管
事
務
調
査
を
計
画

10
月
21
日
、
11
月
24
日
、

12
月
８
日
委
員
会
を
開
催
。

明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
、
事
業

内
容
を
確
認
し
た
。

　

今
後
、
中
学
校
へ
の
授
業
見
学

お
よ
び
給
食
体
験
、
こ
ど
も
園
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
現

場
の
状
況
も
踏
ま
え
、
子
ど
も
に

関
す
る
所
管
事
務
調
査
を
進
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

所
管
課
で
あ
る
住
民
福
祉
課
、

環
境
課
、
健
康
推
進
課
、
教
育
総

務
課
、
生
涯
学
習
課
の
事
業
勉
強

会
を
行
っ
た
。

　

主
な
内
容
は
、
各
担
当
課
の
令

和
４
年
度
主
要
施
策
を
中
心
に
説

町の事業用地にかかわることなど、地権者の納得のいく様、ていねいに説明を尽くすとの結
論でしたが、税を納入している住民を大切にするという姿を見せてほしい。（70代女性）議会を傍聴して

水道施設の視察状況水道施設の視察状況水道施設の視察状況

三谷こども園の子どもたち



委員会報告

議会だよりかつらぎ
202３.２.1　9６号27

懇
談
会
を
通
じ
て

　

町
政
や
議
会
に
関
心
を

議
会
個
人
情
報
保
護
条
例

　
　
　

の
制
定
に
向
け
て

　笠田万葉サークルが作
成発行し、初めてのカル
タ大会を開催。
　主催者は毎年大会をで
きれば嬉しいと思ってい
る。

〈郷土カルタの問い合わせ〉
電話0736-22-2661（岡田）

表紙写真紹介

10
月
24
日
、
11
月
18
日
、

12
月
９
日
委
員
会
を
開
催
。

　

主
な
内
容
は
、
自
治
区
長
や
Ｊ

Ａ
紀
北
か
わ
か
み
と
の
意
見
交
換

会
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の
懇
談
会

に
つ
い
て
な
ど
。

　

自
治
区
長
と
の
意
見
交
換
会
に

先
立
ち
、
総
務
課
か
ら
自
治
区
や

区
長
の
役
割
な
ど
説
明
を
受
け
た
。

自
治
区
長
と
の
意
見
交
換
会
は
11

月
29
日
に
行
う
こ
と
と
な
り
、
当

日
は
自
治
区
長
23
人
、
議
員
13
人
、

事
務
局
６
人
の
参
加
に
よ
り
実
施

し
た
。
詳
細
は
14
〜
15
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
。

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
意
見
の
編
集
を
行
っ
た
。
ま
た

Ｊ
Ａ
紀
北
か
わ
か
み
と
の
意
見
交

換
会
や
議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の
懇
談

会
に
つ
い
て
も
話
し
合
っ
た
。

11
月
２
日
、
29
日
委
員

会
を
開
催
。

　

個
人
情
報
保
護
法
が
、
国

会
や
地
方
議
会
を
法
律
の
対

象
か
ら
外
し
た
の
で
、
議
会

は
、
条
例
に
根
拠
を
置
く
個

人
情
報
保
護
条
例
の
制
定
を

令
和
５
年
４
月
１
日
ま
で
に

整
え
る
こ
と
に
な
り
、
委
員

会
は
調
査
、
研
究
を
開
始
し

た
。

全て議会は住民にかかわる事柄なので住民中心の思いで取り組んでほしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70代女性）議会を傍聴して

議員と自治区長との意見交換会議員と自治区長との意見交換会議員と自治区長との意見交換会



　次世代シリーズ「がんばる人」は、スポーツや文化活動などで
がんばっている子どもたちを紹介します。学校の中だけでなく、
民間や地域団体、個人でがんばっているのもＯＫです。

次世代
シリーズ

これからの「かつらぎ町」を担うのは君だ ！
がんばる人
紹  介

①今、頑張っていること
②始めたきっかけ
③将来の夢
④かつらぎ町の好きなところ

和歌山県かつらぎ町議会：〒649-7192  和歌山県伊都郡かつらぎ町大字丁ノ町2160番地
TEL.0736-22-0300㈹ FAX.0736-22-0604 https://www.town.katsuragi.wakayama.jp/gikai/

町議会
ホームページ

和歌山県
かつらぎ町議会

妙寺小学校６年

池田 千桃さん
いけ だ    ち　 と

笠田中学校３年

浦畑 玲奈さん
うらはた    れ　な

①読書の魅力をいろんな人
に伝えることです。
②ビブリオバトルで本の紹
介をしたことです。
③いろいろな方々のために
なる仕事に就きたいです。
④地域の方が優しく安心し
て過ごせるところです。

①全国中学校ソフトテニス大
会に向けてテニスを頑張っ
ています。
②友だちがテニスにさそって
くれたからです。
③日本代表になって活躍する
ことです。
④フルーツが多くておいしい
町です。

笠田小学校６年

尾鼻 珠吏さん
お ばな  しゅ  り

①ひいおじいちゃんの畑作業
を手伝うことです。
②お父さんに手伝いをお願い
されたことです。
③子どもを楽しませられる保
育士になりたいです。
④一人一人が優しく接してく
れることです。

尾鼻 珠吏

３年

奈さん
な

千桃さん
と
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